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い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
環
境
保
全
の
具
体
的
な
方
向

性
を
示
し
ま
す
。

②
市
、
市
民
、
事
業
者
の
環
境

三
鷹
市
が
目
指
す
環
境
像
「
循
環
・
共
生
・
協
働
の
ま
ち  

み
た
か
」

環境基本計画の体系 市民と事業者の具体的な行動

５つの環境目標と21の施策

〈市民〉 〈事業者〉環境目標

環境目標１

安全で快適なまちの
くらしを実現する

環境目標２

健全な自然のサイク
ルを維持し回復する

環境目標３

資源やエネルギーを
大切に、循環して利
用する

環境目標４

直面する地球環境問
題へ身近なことから
取り組む

環境目標５

環境保全への取組み
は、みんなが協働し
て取り組む

21の施策

１．化学物質による汚染防止
　　対策
２．騒音・振動及び近隣公害
　　対策
３．自動車利用を抑制する交
　　通体系の構築

４．水の循環
５．大気の循環
６．土の循環
７．緑の循環
８．循環型農業の推進

９．省資源と省エネルギーの
　　推進
10．未利用資源・未利用エネ
　　ルギーの活用
11．環境負荷の少ない購買の
　　実現
12．ごみの減量・資源化
13．環境保全型の建設・整備
　　事業の推進

14．酸性雨対策
15．地球上の森林資源の保全
16．地球温暖化防止への行動

17．協働による環境保全の推
　　進
18．環境負荷低減の管理シス
　　テムの構築
19．円滑な環境情報の整備
20．環境学習の推進
21．良好な環境による健康づ
　　くりと、環境保全を介し
　　た福祉の推進

例えば　こんなことを例えば　こんなことを例えば　こんなことを

別表１

三
鷹
市
の
め
ざ
す
環

境
像
「
循
環
・
共
生
・

協
働
の
ま
ち

み
た
か
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

別
表
①
の
５
つ
の
目
標

を
設
定
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

計
画
を
効
果
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
前

期（
平
成
14
年
度
〜
18
年

度
）、後
期（
平
成
19
年
度

〜
22
年
度
）
に
分
け
て

市
が
特
に
重
点
的
に
取

り
組
む
事
項
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
前
期
で
は
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す

と
い
う
認
識
を
も
ち
実

行
す
る
こ
と
、
後
期
で

は
将
来
を
展
望
し
た
環
境
へ
の
負

荷
の
低
減
を
図
る
シ
ス
テ
ム
と
技

術
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
が

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い

か
、
具
体
的
な
行
動
を
提
案
し
て

い
ま
す
。（
別
表
①
の
例
参
照
）

計
画
を
確
実
に
実
行
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
成
果
を
把
握
す
る
た

め
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
（
別
表
②
）
数
値
目
標
は
毎

年
検
証
し
結
果
を
公
表
し
て
い
き

ま
す
。

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
市
・
市
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
担
い
、
『
循
環
・

共
生
・
協
働
の
ま
ち
』
を
築
い
て

市
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
た
検
討
会
議
に
よ
り
平
成
13
年
２
月
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た

「
三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
」
が
、
今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
、
三
鷹
市
が
自
然
環
境
保
全
や
公
害
防
止
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い
地
球

環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
行
動
指
針
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
日
常
生
活
や
事
業
活

動
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

計
画
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２
３
・
２
５
２
４

近
年
の
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
型
の
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、

地
球
の
自
然
浄
化
能
力
を
超
え
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

保
全
に
係
わ
る
行
動
の
指
針
を
示

し
ま
す
。

③
環
境
保
全
の
確
実
な
実
施
を

促
し
、
取
り
組
み
の
成
果
を
把
握

し
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
の
期
間

は
、
平
成
14
年
度
〜
平
成
22
年
度

の
９
年
間
と
し
ま
す
。
な
お
、
社

会
経
済
状
況
の
変
化
や
新
た
な
科

学
的
知
見
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

三
鷹
市
内
に
生
活
の
本
拠
が
あ

る
方
は
、
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
三

鷹
市
に
住
民
と
し
て
の
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
各
種
市
民
サ
U

ビ
ス
の

適
正
な
提
供
、
住
民
と
し
て
の
権

利
や
義
務
の
正
し
い
行
使
の
た
め

の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

◆
日
本
国
籍
の
方

転
入
（
市
外
か
ら
市
内
へ
）
・

転
居
（
市
内
で
移
転
）
な
ど
の
届

出
は
、
住
所
を
変
更
し
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
す
る
よ
う
住
民
基
本

台
帳
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
出
は
、
一
時
的
な
滞
在
や
入

院
・
入
所
を
除
き
、
１
年
以
上
三

鷹
市
内
に
住
む
予
定
の
方
に
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
学
生
の
方
で

も
住
民
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◆
外
国
籍
の
方

日
本
に
入
国
し
、
三
鷹
市
に
住

む
こ
と
に
な
っ
た
外
国
人
の
方

（
90
日
以
内
の
在
留
許
可
を
受
け

て
、
そ
の
期
間
内
に
あ
る
方
を
除

く
）
は
、
外
国
人
登
録
法
に
基
づ

き
、
入
国
の
日
か
ら
90
日
以
内
に

外
国
人
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
生
ま
れ
た
場
合
や
日
本

国
籍
を
離
脱
し
た
場
合
は
、
そ
の

日
か
ら
60
日
以
内
、
ま
た
、
住
所

や
在
留
資
格
・
在
留
期
間
な
ど
に

変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
そ
の
変
更

の
日
か
ら
14
日
以
内
に
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
既
に
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
日
本
国
籍
の
配
偶

者
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
申
し
出

に
よ
り
配
偶
者
な
ど
の
住
民
票
に

氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。∞

市
民
課
住
民
記
録
係
ò
内
線

２
３
２
６
・
外
国
人
登
録
担
当
ò

内
線
２
３
２
２

市では、昨年11月から野崎四丁目、大沢一・四丁

目を対象にペットボトル・プラスチック類の分別

収集のモデル実施を行っていますが、みなさんの

ご意見などを伺うため、アンケートを実施します。

アンケート結果は、今後の取り組み方を検討す

る貴重な資料として利用させていただきますので、

みなさんのご協力をお願いします。

◆調査方法 野崎四丁目、大沢一・四丁目の全世

帯に調査票を配布します。ご記入のうえ５月27日Ã

までにポストに投函してください。

≥ごみ対策課ò内線2533～2535

■
計
画
の
役
割

■
計
画
の
体
系
・

目
標
と
施
策

■
計
画
の
期
間

■
市
の
重
点
的
な

取
り
組
み

■
市
民
の
み
な
さ
ん
の

行
動
指
針

■
数
値
目
標

別表②　数値目標を設定しています（毎年検証し結果を公表していきます）
目　　標　　値　現　状項　　　目 平成２２年度平成１６年度平成１２年度

３２カ所１４カ所５カ所（１０年度）ダイオキシン類調査の実施
７，２８０m３，７６０m１，１６５mバリアフリー道路の延長
１５，０００m３，０００m０mバリアフリー化に向けて改修した道路の延長
５２，７００基３６，６００基２６，１００基雨水浸透ます設置
維持維持２３．４０％緑被率
８．００m２５．００m２４．０４m２１人当たり公園緑地などの面積
９５０g／１日９７０g／１日９７７g／１日１人当たりごみ総排出量
２９．７０％－１８．６０％一般廃棄物の分別リサイクル率
ゼロを目指す－５，３８８t最終処分場の埋め立て量

１２年度比１６．７％削減（１８年度）３３，９７２t市の事務事業による二酸化炭素総排出量
各環境基準の達成・維持騒音、水質、大気、土壌、地下水

No.17 Dミ4/21日付3面 天地22×左右52 岩岩岩0417（三）

くわしくはホームページhttp://www.city.
mitaka.tokyo.jp/kankyo/kihonkeikakuをご覧
ください。また、「三鷹市環境基本計画」の冊子

（本編・概要版）は、環境対策課（市役所５階）、各

市政窓口、各コミュニティセンターの窓口で配布

しています。

三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定


